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2010 年 5 月 7 日 

報道関係各位 

GMO ペイメントゲートウェイ株式会社 

（証券コード：3769 東証一部） 

 

GMO インターネットグループで非対面クレジットカード等の決済事業を展開する GMO ペイメントゲート

ウェイ株式会社（東証一部：証券コード 3769 本社：東京都渋谷区、代表取締役社長：相浦 一成 以下、

GMO-PG）は、2010 年 5 月 7 日、株式会社コニット（本社：神奈川県川崎市、代表取締役：橋本 謙太郎 以

下、コニット）と Android 携帯向けのアプリ内課金支援サービスを、6 月末を目処に提供開始することを決

定いたしました。 

このサービスは、Android 携帯市場の拡大に先駆けて、コニットが株式会社電通より開発支援を受け構築し

たコンテンツ課金ソリューションに、GMO-PG の決済サービスを組み合わせたもので、Android 携帯でのア

プリケーションのダウンロード時やアプリケーション上のコンテンツ購入時における課金決済サービスです。 

 

【背景と概要】 

スマートフォン（高機能携帯電話）は、全世界での 2009 年の出荷台数が 1 億 7,000 万台を超え(*1)、利用者

においても 2013 年には 3 億 9 千万人になると予測(*2)されるなど市場は急速に伸びております。それに伴い

スマートフォンのアプリケーション数も増加しており、Android を搭載したスマートフォンだけでもアプリ

ケーション市場は約 56 億円規模(*3)にまで拡大しています。そして、Android 搭載のスマートフォンは、世

界のキャリアが今後さらなる製造を予定していることから、対応機種の加速度的な増加という追い風により、

アプリケーション数の幾何級数的な増加が見込まれております。 

しかしながら、E コマースや電子書籍・動画配信・ソーシャルアプリなど Android 携帯にコンテンツを提供

する場合、アプリケーションをダウンロードする際の課金システムと、アプリケーション上のコンテンツ購

入における課金システムの 2 つの課金システムを作成する必要があり、そのうえ別途決済サービスを導入す

る必要がありました。 

このような背景を受け GMO-PG とコニットは、コニットが Android 携帯にコンテンツ課金ができるシステ

ムを開発し、その上に GMO-PG が決済サービスを接続することで、アプリケーションの課金・決済システム

を簡単に導入できる Android 携帯対応のアプリ内課金支援サービスを実現いたしました。コンテンツ販売を

行う業者は本サービスを導入することで、Android 向けのアプリケーションやアプリケーション内でのコン

テンツ販売を簡単に実現することができます。本サービスは、アプリ内課金決済サービスが全世界のスマー

トフォンに対応できるよう世界約 190 カ国で使われている PayPal 決済サービスより、6 月末を目処に提供を

開始する予定です。 

また GMO-PG は、決済サービスの共通基盤として展開している「決済プラットフォーム(*4)」の Android 携

帯向けのアプリ内課金支援サービスへの対応準備を進めており、今後、クレジットカードや電子マネー等で

の決済手段も可能となります。 

(*1) 出典：IDC Worldwide Quarterly Mobile Phone Tracker, February 4, 2010 
(*2) 出典：IDC Worldwide Mobile OS 2009–2013 Forecast and Analysis: December 2009 
(*3) 出典：AdMob 資料、2009 年度の推定数値 
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(*4) 「決済プラットフォーム」とは、GMO-PG の決済サービスを共通基盤として、GMO-PG の加盟店と決済サービス事業者

の双方に提供する価値を高めていく構想です。GMO-PG の加盟店は「決済プラットフォーム」に対応する決済手段やサー

ビスを自由に選択して導入・追加することができます。決済サービス事業者は GMO-PG と提携し、「決済プラットフォー

ム」にシステム対応するだけで、それを利用する GMO-PG の加盟店に向けて一斉に決済サービスを提供することができま

す。 
  「決済プラットフォーム」はクレジットカード決済を中心に「PG マルチペイメントサービス」の各決済手段に対応してお

り、GMO-PG は今後も時代のニーズに合わせて新たな決済サービスを追加してまいります。 

 
■株式会社コニット URL：http://www.conit.co.jp/ 

コニットは、主に iPhone/iPad・Android などのスマートフォン向けアプリケーションと、mixi・モバゲー

などのソーシャルアプリケーションを企画・開発しております。なお、この度のスマートフォン向けコンテ

ンツ課金ソリューションの開発においては、GMO VenturePartners 株式会社による出資を受けております。 

 

■GMO ペイメントゲートウェイ株式会社 URL：http://www.gmo-pg.com/ 

GMO-PG は、インターネットショップなどの非対面販売型の事業者、CATV や NHK など月額料金課金型の

事業者、並びに日本年金機構（旧 社会保険庁）や東京都など公的機関等に、クレジットカードをはじめとす

る決済処理サービスを提供しております。消費者と事業者にとって安全性が高く便利な決済を実現し、日本

の決済プロセスのインフラになることを目指しております。決済業界のリーディングカンパニーとして、イ

ノベーションをリードし、EC 化率向上に貢献いたします。 

 

【報道関係お問合せ先】  

◆GMO ペイメントゲートウェイ株式会社 経営企画室 

TEL：03-3464-0182 FAX：03-3464-2477 E-mail：ir@gmo-pg.com 

◆GMO インターネット株式会社 グループ広報部 細田・石井 

TEL：03-5456-2695 FAX：03-3780-2611 E-mail：pr@gmo.jp 

 
【GMO ペイメントゲートウェイ株式会社 会社概要】 

会 社 名
GMO ペイメントゲートウェイ株式会社 < http://www.gmo-pg.com/> 
（東証一部 証券コード：3769） 

所 在 地 東京都渋谷区道玄坂１丁目 14 番 6 号 渋谷ヒューマックスビル 

代 表 取 締 役 社 長 相浦 一成 

事 業 内 容 ■クレジットカード等の決済処理サービス及び付帯するサービス 

資 本 金 6 億 5,581 万円 
 

【GMO インターネット株式会社 会社概要】 

会 社 名
GMO インターネット株式会社 <http://www.gmo.jp/> 
（東証一部 証券コード：9449） 

所 在 地 東京都渋谷区桜丘町 26 番 1 号 セルリアンタワー 

代表取締役会長兼社長 熊谷 正寿 

事 業 内 容
■WEB インフラ・EC 事業 
■インターネットメディア事業 

資 本 金 12 億 7,683 万円 

※ Android は Google Inc の登録商標です。その他、本文中に記載されている製品名は、それぞれ所有者である各社の商標ま

たは登録商標です。 
 

以上 


